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富 山 県 教 育 委 員 会 

 

 

 

令和５年度 

 

全国学力・学習状況調査  

 

特徴的な問題 

 

 

－校内研修及び授業に生かすためにー  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◎ 「特徴的な問題」を、上記のような問題として取り上げました。 

    今、求められている「身に付けさせたい資質・能力」を理解し、学習指導

の改善・充実を図ることができるよう、日々の授業や校内研修等でご活用

ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特徴的な問題」とは 

 

 教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等

につながるよう、学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具

体的に示すメッセージとなる問題  

 



 

 

【令和５年度版】 目 次 
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○  令和５年度全国学力・学習状況調査の傾向（児童生徒質問紙） 16 

    

○  令和５年度全国学力・学習状況調査の傾向（学校質問紙） 18 
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複数の資料を読んで分かったことを基に、自分ができそうなことを考えて書くことができ

るかどうかをみる問題 

 

○ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるようにする 

  文章の内容や構造を捉え、精査・解釈しながら考えたり理解したりしたことに基づき、

既有の知識等と結び付けて自分の考えを形成することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小学校「国語」 

(1) 国語 設問番号２四 複数の本や資料を読み、自分の考えをまとめる 

    学習指導要領の内容：５・６学年 Ｃ読むことオ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

 ① 同じテーマについて書かれた本や新聞、インターネットから得た情報等を活用して、

調べたり考えたりしたことを報告する活動等を設定する。 

② 目的に応じて複数の文章を選んで読み、書かれていることを比較、分類、関連付け

るなどして分かったことと、それらを基に考えたことをまとめる活動を取り入れる。 

③ 文章を読んで理解したことについて、既有の知識や理解した内容と結び付けて自分

の考えをまとめるよう指導する。 

【出題の趣旨】//////////文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることが 

できるかどうかをみる。 

正
答
例 

 

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
し

た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
、
縄
と

び
を
続
け
て
持
久
力
を
高
め
た
り
、
苦
手
な
野
菜
も
食
べ

た
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
九
十
九
字
） 
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資料の情報をどのように整理しているかについて理解しているかどうかをみる問題 

 

 

○ 図等による語句と語句との関係の表し方を理解し使うことができるようにする 

  図示等により語句と語句の関係を表すことを通して、考えをより明確なものにしたり、思

考をまとめたりすることを理解することが大切である。 

 

 

 

 

 

 (2) 国語 設問番号２三 複数の本や資料を読み、自分の考えをまとめる 

    学習指導要領の内容：５・６学年 (2)情報の扱い方に関する事項イ 

     評価の観点：知識・技能  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 読む目的を明確にし、文章の中から必要な情報を取捨選択したり、整理したり、

再構成したりするなど、目的に応じて必要な情報を見付けさせる。 

② 複数の語句を丸や四角で囲んだり、語句と語句を線でつないだりするなど、図示

することによって情報を整理する活動を取り入れる。 

【出題の趣旨】 情報と情報との関係付けの仕方、図等による語句と語句との関係の表

し方を理解し使うことができるかどうかをみる。 

正
答 

４ 
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聞いた事柄を基に分からない点や確かめたい点を適切に質問することができるかどうか

をみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

平成 24年度小学校Ａ２（県 70.0％ 国 65.2％） 令和４年度１三（県 85.4％ 国 84.7％） 

 

 

○ 必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞き

たいことの中心を捉え、自分の考えをもつことができるようにする 

 目的に応じて必要な内容を記録したり、聞いた事柄を基に分からない点や確かめたい点

等、必要なことを質問したりしながら聞くことが大切である。 

(3) 国語 設問番号３一 学校ボランティアにインタビューをする 

    学習指導要領の領域等：３・４学年 Ａ話すこと・聞くことエ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

 ① どのような目的で聞くのか、自分が聞きたいことは何かなどをよく確かめさせ、

自分が聞きたいことの中心を明確にして聞くことができるようにする。 

 ② 聞いたことを発表する機会等を設け、記録したことや質問したことが十分なもの

だったかどうか、聞いたことを基に自分の考えをまとめたり表現したりする際に確

認させる。 

【出題の趣旨】 必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えたいことや自分が聞き

たいことの中心を捉えることができるかどうかをみる。 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】（
一
部
抜
粋
） 

正
答 

２ 

正
答 

３ 
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自分がこれからどのように本を読んでいきたいかについて、読んだ文章を参考にして、知

識や経験に触れながら書くことができるかどうかをみる問題  

 

平成 27年度小学校Ｂ２三(県 48.5％ 国 41.6％) 

 

 

１ 中学校「国語」 

(1) 国語 設問番号２四 説明的な文章を読む(本の読み方) 

    学習指導要領の内容：２学年 (3)我が国の言語文化に関する事項エ Ｃ読むことオ 

     評価の観点：知識・技能 思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、新たな視点をもって
自分の考えを広げたり、深めたりできるようにする 

  自分の考えを広げたり深めたりするためには、観点を明確にして複数の文章を比べなが
ら読んだり、理解したことや考えたことを自分の知識や経験と結び付けたりすることで、物
事に対する新たな視点をもつことが大切である。 

 

 

 

・参考：過去の報告書、授業アイディア例等の関連のあるページを紹介する。 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
① 文章を読んで理解したことや考えたことに関連する知識や経験を想起させる。  
② 観点を明確にして複数の文章を比べながら読み、他者の考えやその根拠、考えの
道筋を捉え、自分の考えと対比する場を設定する。 

③ 文章を読んで理解したことや考えたことを、説明したり、文章にまとめたりする

活動を取り入れる。 

 

 

【出題の趣旨】 文章を読んで理解したこと等を知識や経験と結び付け、自分の考えを

広げたり深めたりすることができるかどうかをみる。 

正
答
例 

 

 

ア 

両
方 

自
分
は
前
に
読
ん
だ
時
と
は
違
っ
て
い
る 

文
は
人
な
り 

 

イ 

好
き
な
作
家
の
本
を
再
読
す
る
こ
と
が
時
々
あ
り
、
同
じ
作
品
で
も
、
印
象
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
今
後
は
、
作
家
の
性
格
や
個
性
を
探
り
な
が
ら
読
ん
で
、
新
し
い
発

見
が
で
き
た
ら
よ
い
と
思
う
。 

【
Ａ
】 

   

※
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、調
査
問
題
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

    

（
岸
見
一
郎
『
本
を
ど
う
読
む
か
』
に
よ
る
。
） 

 

 

【
Ｂ
】 

    

※
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、調
査
問
題
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

           
      

      
      

      
   

        
      

      
  

    
   

 
 

（
小
林
秀
雄
「
読
書
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。
） 
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現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのように工夫されているかについて、古典と比

較して書くことができるかどうかをみる問題 

【
学
校
図
書
館
で
見
付
け
た
「
竹
取
物
語
」
の
一
部 

(2) 国語 設問番号４三 古典を読む（「竹取物語」） 

    学習指導要領の内容：１学年 Ｃ読むことエ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る 

【出題の趣旨】 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えるこ

とができるかどうかをみる。 

○ 根拠を明確にして、文章の構成や展開、表現の効果について考えることができるように

する 

  作品を読み比べる場面では、叙述に基づき、自分の考えを支える根拠を明確にして、文

章の構成や展開を捉えてその意図や表現の効果を考えることが重要である。 

   

 

 

 

指導のポイント 
① 文章全体や部分における構成や展開を把握し、その意図や表現の効果を自分な 
りに考える場を設定する。  

② 叙述に基づき、自分の考えを支える根拠となる段落や部分を明確にして、構成や
展開、表現の効果について自分の考えを書いたり、発表したりする活動を取り入れ
る。 

③ 文章の展開の仕方や表現の効果について、根拠となる部分を挙げて客観的に説
明することができるように、詩、俳句、短歌、小説等取り上げる教材を工夫する。 

 

 

学習指導上の留意点 

正
答
例 

「
よ
ろ
づ
の
こ
と
」
を
「
笠
、
竿
、
笊
、
籠
、
筆
、
箱
、
筒
、
箸
。
」 

と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に
書
い
て
、
翁
が
竹
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を 

作
っ
て
い
た
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 
 

   

※
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
問
題
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

    

（
星
新
一
『
竹
取
物
語
』
に
よ
る
。） 
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レポートの見出しを付けた部分について、内容のまとまりで文章が二つに分かれる箇所を

選択し、後半のまとまりに付ける見出しを書くことができるかどうかをみる問題 

(3) 国語 設問番号３三 レポートを書く（「判じ絵」） 

    学習指導要領の内容：２学年 (2)情報の扱い方に関する事項ア 

     評価の観点：知識・技能  問題形式：短答式 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 んんっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ

っっっっっっっっっっっっっｍ。 

○ 自分の考えが伝わるような文章になるよう、意見と根拠、具体と抽象等、情報と情報と

の関係に注意して文章を整えることができるようにする 

  意見を裏付けるためのより適切な根拠の在り方や、具体と抽象は状況や必要に応じて

使い分けられていることを理解することが大切である。 

指導のポイント 

① 「Ｂ書くこと」の指導事項に示された内容との関連を図りながら、生徒が日常の

書く活動に生かすことを意識しながら学習できるようにする。 

② 具体的な事例を抽象化してまとめたり、抽象的な概念について具体的な事例で 

説明したりする場を設定する。 

【出題の趣旨】 具体と抽象等、情報と情報との関係について理解しているかどうかを

みる。 

正
答
例 

（
分
け
る
箇
所
） 

ウ 
 

（
見
出
し
） 

「
判
じ
絵
」
の
歴
史 

 
 
 
 
 
 

「
判
じ
絵
」
の
起
源
と
広
が
り 

学習指導上の留意点 
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数量の関係に着目して問題場面を解釈し数学的に表現・処理したり、計算に関して成り立つ性

質を基に計算の仕方を考えたりすることができるかどうかをみる問題      

 
○ 日常生活の場面を式に表すことを通して、問題の解決に式を用いることができるようにする 

  問題場面の数量の関係に着目したり、計算の結果を振り返ったりすることで、計算に関して成

り立つ性質に気付いたり、計算の仕方について捉え直したりすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３(2)  

 ２  小学校「算数」 

(1) 算数 設問番号３(2) 日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること（分配法則） 

    学習指導要領の領域等：３学年 Ａ数と計算(5)ア(イ) 

               ４学年 Ａ数と計算(4)ア(エ)イ(ア) 

    評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 
学習指導上の留意点 

指導のポイント 

①  身の回りに多くある小数で表された量を合わせたり、差を求めたりする場面を捉え、小

数やその計算を日常生活で生かす活動を設定する。 

② これまで学習で使用してきた具体物、図、数、式、表やグラフ等を活用して問題を解決

し、その結果を確かめるだけでなく、それを発展的に考察する活動を位置付ける。 

 

【出題の趣旨】 示された日常生活の場面を解釈し、小数の加法や乗法を用いて、求め方と

答えを式や言葉を用いて記述し、その結果から条件に当てはまるかどうかを

判断できるかどうかをみる。 

正答例  

【求め方】１人分のファイルの長さを求め、その 23 人の長

さを求めると、(1.4＋1.6＋２)×23＝115で、115cmです。 

【答え】 115(㎝)    

【番号】 １ 

〈正答の条件〉 

次のＡ又はＢ又はＣのいずれかで、それぞれ①②の全てを

書き、答えを 115と書いて番号を１と選んでいる。 

 

Ａ①一人分のファイルの長さを求めること 

Ａ②一人分のファイルの長さを用いて、ファイル 23人分の 

長さを求めること 

Ｂ①ファイルの種類ごとに 23人分の長さを求めること 

Ｂ②それぞれのファイル 23人分の長さの合計を求めること 

Ｃ①２種類のファイル 23人分の長さを求めることと、残り 

の１種類のファイル 23人分の長さを求めること 

Ｃ②２種類のファイル 23人分の長さと残りの１種類のファ 

イル 23人分の長さの合計を求めること 
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日常生活の問題を解決するために、目的に応じて、表やグラフからデータの特徴や傾向を捉える

ことができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 

平成 30年度小学校Ｂ３(1)(県 26.9％ 国 20.7％) 

○ データを整理する観点に着目し、身の回りの事象について表やグラフを用いて考察して、見い

だしたことを表現することができるようにする 

  目的に応じて、示された複数のグラフから、データの特徴を捉え考察したり、見いだしたこと

を表現したりすることが大切である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 算数 設問番号４(3) 
目的に応じてデータの特徴や傾向を読み取ったり捉えたりすること（運動調べ） 

学習指導要領の領域等：３学年 Ｄデータの活用(1)ア(イ)イ(ア）(8)   

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 
① 身の回りの様々な事象における、解決したい問題に応じて定めた観点によって、データを
表に分類整理したり、グラフにまとめたりすることで特徴や傾向を捉え考察する活動を取
り入れる。 

② 表やグラフから特徴や傾向を捉えたり、考察したりしたことを、表やグラフのどの部分か
ら考えたのかをほかの人にも分かるように伝え合う活動を取り入れる。その際、部分と部分
や、複数のグラフを比べ、共通点や相違点等を表現できるようにする。 

【出題の趣旨】 示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見いだした 
違いを言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる。 

学習指導上の留意点 

４   

 

<正答の条件> 

次の①、②の全てを

書いている。  

① 30 分以上の運動を

した日数が「１日」の

人数について、６年

生のグラフでは、２

番目に多いことを表

す言葉と数 

② 30 分以上の運動を

した日数が「１日」の

人数について、５年

生と６年生を合わせ

たグラフでは、１番

目に多いことを表す

言葉と数 

正答例 

 ６年生のグラフでは「１日」の人数が２番目に多く、５年生と

６年生を合わせたグラフでは「１日」の人数が１番目に多いです。 
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図形の観察や構成等の活動を通して、図形の性質について考察し、示された図形の角の大き

さを求めることができるかどうかをみる問題  

〈関連する問題と正答率〉 

平成 27年度小学校Ｂ３(2)(県 52.2％ 国 49.1％） 

２ 

 
○ 図形を構成する要素の関係に着目し、辺の長さの相等や角の大きさの相等に着目して、正三角
形や二等辺三角形の意味や性質について理解することができるようにする 

  二等辺三角形や正三角形の意味や性質を理解するには、定規やコンパスによる作図、ひご等
による構成、紙を折るなどの活動を豊かに行うことを通して、帰納的に理解できるようにする
ことが大切である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・参考：解説資料 平成27年度P.63～68 

(3) 算数 設問番号２(3) 図形の構成の仕方を観察して図形について判断すること（テープ） 

   学習指導要領の領域等：３学年 Ｂ図形(1)ア(ア) 

               ５学年 Ｂ図形(1)ア(イ) 

   評価の観点：知識・技能  問題形式：短答式 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
① 二等辺三角形では、二つの角の大きさが等しいことや、正三角形では、三つの角の大きさ
が等しいことについて、二等辺三角形や正三角形を観察したり、実際に紙を切り抜いて作っ
た三角形を折ってみたりするなどの活動を通して確かめるようにする。 

② 事柄が成り立つことの根拠を、図形の性質を基に考え、説明する活動を取り入れる。その
際、どのような性質と条件を用いればよいのか話し合ったり、説明の不十分な点について考
え、よりよい説明に表現し直したりできるようにする。 

【出題の趣旨】 正三角形の意味や性質について理解しているかどうかをみる。 

正答 

３０ 
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日常生活を考察する場面において、事象を理想化・単純化して、その特徴を的確に捉え、事象

を数学的に解釈し、説明することができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉  

平成 28年度中学校Ｂ３(3)(県 38.9％ 国 30.3％） 

平成 31年度中学校６(2)(県 41.8％ 国 34.7％） 

４ 中学校「数学」 

(1) 数学 設問番号８(3) 日常的な事象の数学化と問題解決の方法（駅伝） 

    学習指導要領の領域等：２学年 Ｃ関数(1)イ(イ） 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

【出題の趣旨】 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる

かどうかをみる。 

 

○ 数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することがで

きるようにする 

  日常生活や社会の事象を数学的に考察する場面において、問題解決のアプローチの方法や手

順を説明することが大切である。 
 
 
 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

 ① 日常の事象を理想化・単純化して、一次関数等とみなして問題解決を図る活動を取り入

れ、日常の事象や社会の事象、数学の事象には、関数関係として捉えられるものが数多く

存在することを実感できるようにする。 

② 他者と協働的に問題を解決したり、問題解決の過程を自ら振り返ったりする上で、方法

や手順を的確に記述したり伝え合ったりする活動を取り入れる。 

③ 「用いるもの」（表、式、グラフ）を明確にした上で、その「用い方」（交点の座標を読

み取るなど）を表現する活動を取り入れる。 

学習指導上の留意点 

正答例 

〈アを選択した場合〉 

・ 晴天大学のグラフと新緑大学のグラフにつ

いて、２つの直線のグラフの交点からｙ座標

を読み取り、スタート地点からおよそ何ｍの

地点で追いつくのかを求める。 

〈イを選択した場合〉 

・ 晴天大学の式と新緑大学の式について、２

つの式から連立方程式をつくり、それを解い

てｙの値を求め、スタート地点からおよそ何

ｍの地点で追いつくのかを求める。 

〈正答の条件〉 

 アを選択し、次の(a)について記述しているもの、

又は、イを選択し、次の(b)について記述している

もの。 

(a) グラフの交点から、ｙの値を読み取ること。 

(b) 方程式を解いて、ｙの値を求めること。 
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 日常生活や社会の事象を考察する場面において、表やグラフなどからデータの傾向を適切に読

み取り、判断の理由を数学的に説明することができるかどうかをみる問題 

 
〇 データの傾向を適切に読み取って判断したことを数学的な表現を用いて説明することができ 

るようにする 

ある事柄が成り立つ理由を数学的に説明する際には、説明の対象となる成り立つ事柄を明確

にした上で、その根拠を指摘することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：過去の報告書、授業アイディア例等の関連のあるページを紹介する。 

(2) 数学 設問番号７(2)  
データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断すること（黄葉日） 

   学習指導要領の領域等：２学年 Ｄデータの活用(1)イ(ア) 

   評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

①  日常の事象を題材とした問題を取り上げ、それを解決するために必要なデータを収集

し、コンピュータ等を利用してデータを整理し、四分位範囲を求めたり、箱ひげ図で表し

たりして複数の集団のデータの傾向を比較して読み取り、その結果を基に説明する一連

の活動を取り入れる。 

② 「〇〇であるから、△△である。」のような形で、「根拠（〇〇）」と、「成り立つ事柄（△

△）」を明確にする活動を取り入れる。 

③ データの傾向を捉える場合に、箱ひげ図のみを用いて説明するだけではなく、必要に応

じてヒストグラム等と合わせて用いることが必要な場面もあることに留意する。 

【出題の趣旨】 複数の集団のデータの分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数学

的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。 

〈正答の条件〉 

次の(a)、(b)、(c)のいずれかと、(d)について記

述しているもの。 

(a) 1991 年～2005 年の箱ひげ図の箱よりも 2006

年～2020 年の箱ひげ図の箱の方が右側にあるこ

と。 

(b) 1991 年～2005 年の第１四分位数よりも 2006

年～2020 年の第 1 四分位数の方が大きく、1991

年～2005 年の第３四分位数よりも 2006 年～

2020年の第３四分位数の方が大きいこと。 

(c) 1991 年～2005 年の第３四分位数よりも 2006

年～2020年の第 1四分位数の方が大きいこと。 

(d) 2006 年～2020 年の黄葉日は、1991 年～2005

年の黄葉日より遅くなっている傾向にあるこ

と。 

正答例 

1991年～2005年の箱ひげ図の箱よりも 2006年～

2020年の箱ひげ図の箱の方が右側にある。したがっ

て、2006年～2020年の黄葉日は、1991年～2005年

の黄葉日より遅くなっている傾向にある。 
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図形の性質を考察する場面において、問題解決の過程を振り返って本質的な条件を見いだ

すことができるかどうかをみる問題 

 

○ 証明を読むことを通して、論理的に考察し表現することができるようにする。 

  証明の学習においては、証明を書くとともに、証明を読み、証明を評価・改善したり、証

明をもとに発展的に考えたりすることが大切である。 

 

 

 

 

(3) 数学 設問番号９(2)  

平行線や角の性質を基に、図形を考察すること（合同な２つの三角形と平行線） 

   学習指導要領の領域等：２学年 Ｂ図形(2)ア(イ)イ(ア） 

   評価の観点：知識・技能  問題形式：短答式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９                                                                                            

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
① 図形の性質について、推論の過程が異なる二つの証明を読んでその相違点を見付け
たり、推論の過程に誤りのある証明を読んでそれを指摘し改めたりするなど、証明を
評価・改善する活動を取り入れる。 

② 証明に用いた前提や証明の根拠、結論を整理するなどして証明を振り返り、条件を

変えたり、逆を考えたりするなど、発展的に考察する活動を取り入れる。 

【出題の趣旨】 条件を変えた場合に事柄が成り立たなくなった理由を、証明を振り返っ

て読み取ることができるかどうかをみる。 

正答 Ⅰに ③ と解答し、Ⅱに ④ と解答しているもの。 
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読んだことについて、考えたことや感じたこと、その理由等を、簡単な語句や文を用いて

書くことができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率> 

・平成 31年度８（県 13.7％ 国 10.9％） 

 

 

 

○ 社会的な話題に関して読んだことを基に、その内容に関する自分の意見や感想等を書

くことができるようにする 

  社会的な話題に関して読んだ内容に主体的に関わりをもち、それを踏まえて、内容に関

する感想、賛否や理由等を書くことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：中学校学習指導要領解説外国語編(H29.7) P.28～29 P.60～61 

                        P.68～69 

・参考：過去の報告書、授業アイディア例等の関連のあるページを紹介する。 

１ 中学校「英語」 

(1) 英語 設問番号８(2) 短い文章の要点を捉えて、考えとその理由を書く 

    学習指導要領の領域等：書くこと ウ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 
 

８ 英語の授業で、ブラウン先生が作成した文章が学

習者用端末に送信されました。これを読んで、以下

の問いに答えなさい。 

 

(2) ブラウン先生の質問に対するあなたの考えと 

理由を英語で簡潔に書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

 ① 社会的な話題について書かれた文章を読んで収集・整理した複数の情報を取り出 

して総合的に把握し、内容に対する感想や賛否、理由等を書くなど、領域間の統合的 

な言語活動を工夫する。 

② 環境問題や自然との共存等、社会的な話題に関連する他教科等での学習内容を活

用し、それらを話題として実際の生活において必要な場面を想定した言語活動を通

して、自分の意見や感想等を深め、「書くこと」に取り組むようにする。 

【出題の趣旨】 社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書くこ

とができるかどうかをみる。 

正答例 

・I agree with you.  If robots do our housework, we 

will have more time. 

・I don’t agree with you because people will lose  

their job. 
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 事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を

書くことができるかどうかをみる問題 

〈関連する問題と正答率〉 平成 31年度中学校英語 10(県 1.8％ 国 1.8％) 

 

 

○ 自分が伝えたいことや情報、考えたことや感じたこと等を明らかにし、それらを整理

した上で、内容的にまとまりのある文章を書くことができるようにする 

  文と文の順序や相互の関連に注意を払い、全体として一貫性のある文章を書けるよ

うにするとともに、よりよく読み手に伝わるよう意識しながら、自分の言いたいことに

最もふさわしい表現形式を工夫して書けるようにすることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：中学校学習指導要領解説外国語編(H29.7) P.27～28 P.67～69 

 

 

指導のポイント 

① 生徒が関心をもっている身近な話題や生徒の体験等と関連付け、意欲的に書く 

機会を増やす。 

② 具体的で関心が高く、想起しやすいものをテーマに設定し、簡単な語句や文を 

用いて、日記等の形式によって、英文を書く機会を増やす。 

③ 出来事等を説明するために必要な基本的な語彙や表現に親しむ機会を、「聞くこ 

と」「読むこと」「話すこと」の活動を通して多く与え、「書くこと」の活動につな 

げる。 

④ キーワードを整理して書くことや、５Ｗ１Ｈを意識しながら全体の構想を考え 

て書くこと、文と文のつながりを示す語句を効果的に用いながら書くことができ 

るように指導する。 

⑤ 教科書に取り上げられている話題に関する自分の意見や感想等を、スピーチの 

形式や、新聞やホームページ等への投稿文の形式で書いたり、ディベートの立論 

形式に則って書いたりする活動を取り入れる。 

(2) 英語 設問番号 10 まとまりのある文章を書く 

    学習指導要領の領域等：書くこと イ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 
 

10 あなたの学校では、学校の英語版ウェブサイトを公開しています。あなたは、そのサイトに学

校紹介文を掲載することになりました。学校生活（行事や部活動など）の中から紹介したいもの

を１つ取り上げ、それについて説明するまとまりのある文章を 25 語以上の英語で書きなさい。 

※ 短縮形（I'mや don'tなど）は１語と数え、符号（ ，や ？ など）は語数に含めません。 

（例）  No,     I'm     not.  【３語】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

【出題の趣旨】 日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、まとまりの

ある文章を書くことができるかどうかをみる。 

正答例 Our school has a school festival in October.  In the festival, we have a 

chorus contest and we practice hard to win the gold prize.  Many people come to 

listen to our songs. 
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はっきりと話されれば、社会的な問題について、短い説明の要点を捉えることができる

かどうかをみる問題  

 

 

 
○ 社会的な話題に関する説明を聞き、特に中心となる事柄等の話の大切な部分を捉えるこ

とができるようにする 

    一つの話題に沿って話される首尾一貫した内容を最初から最後まで聞き、話し手が最も

伝えたいことは何であるかを判断して捉えることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 ・参考：中学校学習指導要領解説外国語編（H29.7）P.19 P.19～20 P.57～58 

  

  

 

 

(3) 英語 設問番号４ 短い説明の要点を捉える 

    学習指導要領の領域等：聞くこと ウ 

     評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリプト 

 

 

 

 

 

                                正答 ２  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

① 日常的な話題や社会的な話題に関する会話や説明等を聞いて、全体的な内容を

理解したり、大切な部分を正確に捉えたりするとともに、聞き取ったことについて

友達と説明し合ったり、理解したことを基に意見交換を行ったりする活動を設定

する。 

② 話の要点を捉えるには話し手の最も伝えたいところはどこかなどを考えなが

ら、会話や説明等を聞くように促す。 

【出題の趣旨】 社会的な話題について、短い説明の要点を捉えることができるかどう

かをみる。 
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令和５年度全国学力・学習状況調査の傾向 児童生徒質問紙(小学校・中学校) 

 

１ 本年度の特徴と関連する質問 

○学びに向かう力、人間性等 

→児童生徒が分かる喜びを実感できるよう、指導技術の向上、指導方法や指導体制など

の工夫改善が図られているかどうかを問う質問が再掲(6) 

→児童生徒が日常生活の中で、幸福感を抱くことがどれくらいあるかを問う質問が新

設(15) 

 

○GIGAスクール構想の推進 

 →「ＩＣＴ機器を活用した学習状況」の調査項目において、学校の授業時間以外で

の使用を問う質問内容に変更  

・一人一台端末の普及により、これまでの「スマートフォンやコンピュータ」という

表記から「ＰＣ・タブレット」に変更となり、「学校の授業時間以外」に限定して

ＩＣＴ機器を活用する使用頻度を問う質問 小(31)、中(35) 

 

 ○豊かな心を育成する学習習慣、学習環境の充実 

  →休憩時間や休日における児童生徒の自主的、自発的な学習活動や読書活動の充実に

ついて問う質問が２問再掲 

   ・学習塾や家庭教師の先生との学習について問う質問(19) 

   ・昼休みや放課後、学校が休みの日に、学校図書館や図書室、地域の図書館を使用す 

    る頻度を問う質問(21) 

→部活動の参加についての質問が新設、再掲 

   ・部活動への参加の有無や平日における活動時間を問う質問 中(25)、(27) 

   ・平日と休日それぞれの部活動の活動時間を問う質問 中(26)、(28) 

 

○教科横断的な視点をもった指導 

→教科横断的な視点をもって、幅広い学習の場面で活用できる力の育成が図られてい

るかを問う質問が再掲 小(38)、中(42) 

  

 ○国際社会に生きる人間としての望ましい能力や態度の育成 

→「地域や社会に関わる活動の状況等」の調査項目を充実し、２問の質問が再掲 

・国際感覚をもち、国際的視野に立ちながら世界と日本との関わりについて考え、

日本人としての自覚をもって文化の継承・発展・創造に貢献する態度を問う質問                                              

小(27)、(28) 中(31)、(32) 

 

○学習に対する興味・関心や授業の理解度等 

→小学校国語、中学校国語ともに令和４年度の調査でみられた課題を反映しており、
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昨年度の調査や結果が授業改善に生かされているかどうかを具体的に問う質問が新

設 

・「立場や違いを意識して」「自分とは違う意見を生かして」「友達と伝え合い、

自分のよいところを見付ける」等の推敲や共有についての力が身に付いているか

どうかを問う質問が新設 小(47)～(50)  

・自分の考えを伝えるために、効果的な話し方を工夫する力や根拠を明確にするた

めに資料から引用した文章を書く力を身に付けているかどうかを問う質問が新設 

中(51)～(54) 

→算数・数学の学習についての質問が４問削減 

→英語の学習についての質問が小学校で３問新設、中学校で１問新設、１３問再掲 

・「将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいか」等の

質問 小(56)、(57)、(59) 

・「授業で学習したことを普段の生活の中で活用しているかどうか」「ＩＣＴ機器

をどの程度活用して音声を聞いたり話したりしているか」「英語で自分たちの意

見を述べ合ったり、考えをまとめたり書いたりしているかどうか」等の質問 

中(59)～(72) 

 

 ○その他 

  ・「友達と協力することの楽しさ」から、より幅広い意味をもつ「友人関係に満足し

ているかどうか」を問う質問に変更(14) 

  ・ＩＣＴ機器の具体的な活用場面についての使用頻度を問う質問が削減 

  ・地域の方々との交流や放課後、休日の過ごし方についての質問が削減 

 

２ 参考 

 →小学校は、59問で、昨年度の 69問より 10問削減 

  ・算数や理科の学習に関する質問(全 13問)が削減された影響が大きい 

 →中学校は、72問で、昨年度の 69問より 3問増加 

  ・英語の学習に関する質問（全 14問）、部活動に関する質問の増加による影響が大きい 
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令和５年度全国学力・学習状況調査の傾向 学校質問紙（小学校・中学校） 

 

１ 本年度の特徴と関連する質問 

 ○児童生徒の学習の把握を通して、指導の改善に生かすため 

  →「個別最適な学び・協働的な学び」について問う質問が新設 

   ・学習指導において、児童生徒一人一人に応じた学習課題や活動の工夫(質問 31) 

   ・児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点   

から考えたり、協力し合ったりできるような学習課題や活動の工夫(質問 32) 

  →「国語科の指導方法」 

   ・自分と相手との間に好ましい関係を築き、継続させる等言葉の働きに気付くことができるよ

うな指導(質問 小 42) 

   ・互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、異なる意見を自分の考えに生かして

考えをまとめることができるような指導（質問 小 43） 

   ・互いの書いた文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付けること

ができるような指導(質問 小 44) 

   ・登場人物の人物像や物語の全体像を具体的に想像し、表現の効果を考えて読むことができる

ような指導(質問 小 45) 

   ・行書の基礎的な書き方を理解して書くことができるような指導や点字指導(質問 中 42) 

   ・自分の考えを分かりやすく伝えるために、聞き手の立場に立って効果的な話し方を工夫する

ことができるような指導(質問 中 43) 

   ・自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にするために必要な情報を資料から引用

して書くことができるような指導(質問中 44) 

   ・文学的な文章を読み、場面の展開や登場人物の心情の変化などについて、描写を基に捉えるこ

とができるような指導(質問 中 45) 

  →「英語科の指導方法」 

   ・英語の授業以外にも児童生徒が英語に触れる機会の設定頻度についての質問 

（質問 小 50、中 58） 

   ・家庭学習の課題（宿題）として、児童生徒にＰＣ・タブレット等のＩＣＴ機器を使用して英語 

    の学習をどの程度行わせているかについての質問（質問 小 51、中 59） 

 

 ○学校における働き方改革の推進 

  →「ＩＣＴ機器を活用した校務の効率化の状況」について問う質問を新設 

・ＩＣＴ機器を活用した校務の効率化の優良事例の十分な取り込み(質問 16) 

   ・クラウドを活用した校務の効率化（クラウドサービスを活用した保護者への連絡や、アンケー     

トの実施、教職員等会議のオンライン化等）への取組（質問 17） 

   ・保護者や地域の人との協働による取組（学校の美化、登下校の見守り、学習・部活動支援、放 

課後支援、学校行事の運営等）による教員の業務負担軽減への効果（質問 小 73、中 81) 

 

 ○ＩＣＴを活用した学習状況 

  →児童生徒の特性等に合わせた「ＩＣＴ機器を活用した」学習課題や場面、学習支援 

  ・児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面（質問 小 60、中 68） 

  ・外国人児童生徒に対する学習活動等の支援（質問 小 64-3、中 72-3） 

  ・児童生徒の心身の状況の把握（質問 小 64-4、中 72-4） 

  ・児童生徒に対するオンラインを活用した相談・支援（質問 小 64-5、中 72-5） 
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  ・障害のある児童生徒が一人一人に配備された PC・タブレット等のＩＣＴ機器を活用する際、入

出力支援装置※等を活用し、障害種・障害の状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた支援の                                

実施（質問 小 65、中 73） 

※ 障害により情報機器端末の入出力自体に困難を抱えた児童生徒のための支援装置（例：音声  

読み上げソフト、点字ディスプレイ、音声文字変換システム、視線入力装置、ボタンマウス、 

ブレススイッチ等） 

 

 ○その他 

  ・日本語指導が必要な児童生徒数を問う質問が新設(質問７) 

 

２ 参考 

・小学校は昨年度より 1問減り 81問に、中学校は昨年度より 9問増え 89問となった。 

 ・「個に応じた指導」について、学習指導だけでなく心身の状況についても問うなど幅広い視点から

の質問が増えた。  

 ・昨年度に本調査とは別に問われた「新型コロナウィルス感染症の影響に関する項目」が、本年度

は、本調査の１つの項目として取り入れられた。 

 


